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 論文内容要旨.
 糖尿病では外来治療のほうが,入院治療の場合より成績がしばしぱ良いことが古くから知られ
 ていたが,近年,糖尿病患者に対する運動療法が重視される様になった。すなわち,糖尿病患者
 が肉体的運動を行なう場合は、中等度で,あまり激しいものではなく,ことに毎日定まった様式
 で規則的に行なう必要があり,運動量は食物とインスリン量にあわせて一定限界を越えない様に
 する必要がある。私は入院糖尿病患者94例に1ヵ月間の運動療法を行ない,その運動療法前後
 の日中血糖変動を測定し,その運動療法が日中血糖変動に如何なる影響を及ぼすかを,性,年令
 空腹時血糖及び病型に分けて考察したので報告する。
 実験対象は入院糖尿病患者で,病状が比較的安定し,治療条件の一定になった94例(男52
 例,女42例)に対して,午前7時半,9時,10時,11時,午後1時,2時,4時,6時,
 7時,9時,午前0時,翌日の午前4時,午前7時半の13回血糖測定を行ない,その後1ヵ月
 間の運動療法を行ない,その後再び前方法にて一日血糖測定を行ない,運動療法施行前後の日中
 .血糖変動を比較考察を行なった。運動量は毎日出来る程'度で,運動の種類は消費熱量の割合に疲
 労の少ない全身運動として,午前10時半,午後1時半及び午後6時半より約2.5㎞のコースを
 約50分で散歩する方法をとった。患者の食事は食餌交換表を使用し,標準体重算出にもとずく
 厳重なる食事療法を全例に行たい,運動療法施行期間は食事摂叡,薬剤投与,イノスリン注射の
 時間を一定にして,変更しなかった。な於血糖測定は耳朶より採血し,藤田岩竹法により行在つ
 た。病型分類は食事療法のみでコントロールされているものをA群,内服剤投与例をB群,イン
 スリン療法を行在っていろものをC群とした。
 実験結果は運動療法前後の日中血糖変動の差をもって考察し,その運動療法の効果判定には,
 各時間の血糖値が運動療法前後で10昭/d■以内の変動しか示していないものを不変とし,各
 時間の血糖値がほとんどすべて著明に低下しているものを著効とし,著明に上昇しているものを
 悪化とし,或る時間ては上昇,或る時間では低下する場合,低下がむしろ多いものをや＼有効,
 上昇がや＼多いものをやN悪化とみなして検討し,次の結論を得た。
 (1),全体的にみると藩効は94例中66例(70.2%)・や、有効5例(5・2%),不変12
 例(12.8%),や㌧悪化5例(3.2%),悪化10例(10.6%)であった。(2),性別につい
 ては,男では52例中54例(65.4%)に著効,や、有効2例(5.8%),不変5例(96%),
 や、悪化5例(5.7%),著明た悪化8例(15.4%)であるが,女では42例中著明な.血糖低
 下は52例(76、2%),や、有効1勧(2.5易),不変7調(16.6%),著明な悪化2例
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 (4.7%)であり,特に性差は認められ左い。(3),年令別については,40才以上に著効がみら
 れ,40～49才群では↑2例中U例(91.7%),50才『以上の群では68例中28例(7
 1%)であるが,それに比べて29才以下では23例中15例(65.2%),50～59オ群で
 は20例中"例(55%)であり,比較的若年群では逆に血糖上昇の率が高く,これは若年性
 糖尿病の特にBri七tle型の糖尿病の存在などがこの結果をもたらしたものと考える。(4),空
 腹時血糖についてみると,99ηr/α1以下の群では19例中9例(4Z5%)に著効をみたが,
 100～119昭/d■の群では25例中19例〔76.0%)・120-159昭/a1の群で
 は22例中17例(7Z2%、,140囎/d1以上の群では28例中21例(71.4%)に著
 明な血糖低下をみた。よって空腹時血糖1臼0～119昭/d.■の群及びコント・一ル良好とは
 いえない120叩/d.■以上の群では著効があり,運動療法は特に空腹時血糖100昭/d■以
 上の群に有効と考えられる。151,病型については,A群では窪6例中9例(56.2%)に著効,
 B群では25例中19例(826%),G群では55例中58例(691%)であり,B群につ
 いで0群に運動療法が著効をみている。(61,体重については89例中67例(75.2%)は不変
 であったが,14例(15.ア%)に標準体重えの接近がみ・られた。また経過中症状の悪化,特に
 低血糖症状の発現は全例にみられなかった。すなわち,.糖尿病患者94例に運動療法を行たい'
 70%以上の日中血糖変動の好転をみたが'高年者群及び空腹時血糖の比較的高い群・病理別で
 はB群及びO群に運動療法が養効することを認めた。
),
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 審査結果の要旨
 著者は入院糖尿病患者94例に1ヵ月間の運動療法を行ない,その運動療法前後の日中血糖変動
 を測定し,その運動療法が日中血糖変動に如何たる影響を及ぼすかを,性.年令,空腹時血糖及び
 病型に分けて考i察し,病型分類は食事療法のみでコントロールされているものをA畔,内服剤投・与
 例をB群,インスリン療法を行なっているものをe群としたが,そ『の運動療法の効果閏定には,各
 時間の血糖値が運動療法前後で10昭ノα1以内の変動しか示していないものを不変,各時間の血
 糖1直がほとんどすべて著明に低下しているものを著効,著明に上昇しているものを悪化,或る時間
 では上昇,或る時期では低下する場合,低下がむしろ多いものをやや有効,.一ヒ昇がやや多いものを
 やや悪化とみなして検討し,次の結論を得ている。
 (1)全体的にみると著効は7a2%,やや有効52%,不変」2.8%,やや悪化52%,悪化1
 0.6%であった。(2)性別については,男では52例中54例(65、4%)に著効,やや有効
 5.8喝,不変96%,やや悪化5.7%.蕪明な悪化15.4%であるが,女では42例中著明な血糖
 低下は76.g%,やや有効23%,不変16、6%,著明な悪化4.7%であり特に性差は認められな
 い。(3)年令別については40才以上に著効がみられ40～49才群では91.7%,50才以上
 の群では71拓であるが,それに比べて29才以下では65.2%,50～ろ9才群では55%であ
 り比較的若年群では逆に血糖上昇の率が高く,これは若年性糖尿病の特にBrit七le型の糖尿病
 の存在などがこの結果をもたらしたものと考える。㈲・空腹時血糖についてみると99囎/dl
 以下の群では4Z3%に著効をみたが10D～119噸ノdiの群では760%,120～マ59
 〃」〆dlの群では7Z2%」40ηg/Ol以上の群では71.4掲に著明な血糖低下をみた。よっ
 て空腹時血糖10巳～119習/dlの群及びコント・一ル良好とはいえない120塑/dl以上
 の詳では著効があり,運動療法は特に空腹」3血糖10U照ノd.1以上の群に有効と考えられる。
 (5)病型についてはA群では56.2拓に著効,B群では82.6%,C群では691%であり,B群
 につい・でC群に運動療法が著効をみている。・{6)体重についてはア5.2%は不変であったが15.
 7あに標準体重之の接近がみられた。また経過中症状の悪化,特に低血糖症状の発見は全例にみら
 れなかった。すなわち,糖尿症患者94例に運動療法を行ない70%以上の日中変動の好転をみた
 が,高年者群及び空腹時血糖の比較的高い群,病型別ではB群及びC群に運動療法が奏効すること
 を認めている。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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